
                      30日午後、

中野委員長、 

鎌倉副委員

長は JPAを 

訪問し、水谷 

事務局長（写真左）と懇談しました。 

 水谷氏は、今回の医療・介護総合法についての危惧

を率直に述べられ、日本医労連からはこの秋からの運

動や大幅増員署名への理解等を求めました。10.23 国民

集会の案内も行い、今週末の理事会に要請の趣旨伝え

て頂きます。JPA（日本難病・疾病団体協議会）から

も全国フォーラム（右）の案内を頂きました。学習会

や意見交換など、今後も可能な交流を行うことを確認

しました。 
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 9月 29日、臨時国会がスタートしました。 

11月 30日までの 63日間という短い期間の中で、

派遣法などを強行する構えで進める安倍政権に対

し、暴走政治ストップの声をあげ、2000人が国会

を包囲しました。 

 日本医労連からは米沢中執が発言。介護労働者

の実態調査結果を報告しながら、制度の改善とと

もに介護労働者の処遇改善を訴えました。 

 30日は9時半から労働法制改悪反対の厚労省前

共同アクション、医労連も反対を訴えました。 

 10 月 23 日の「いのちまもる・憲法いかす国民

集会」、11月 12～13日の医労連中央行動を中心に

国会議員要請と国民への宣伝行動で、暴走政治ス

ットプのために頑張りましょう！！そのためにも

大幅増員・夜勤改善署名の 50万筆達成を！ 

発言する米沢中執 


